
1．はじめに

近年，放送の分野ではデジタル化とそれに伴うAV機器の

高機能化により，従来はパソコンで利用されてきた情報検索

や物品販売といったサービスが，BML（Broadcasting Markup

Language）を用いたデータ放送で提供されるようになってきた。

一方，通信の分野ではADSL（Asymmetric Digital Subscriber

Line）やFTTH（Fiber to the Home）といったブロードバンド通信

技術の著しい進化により，これらの通信路を経由してデジタル

化された映像コンテンツが配信され，パソコンでも視聴できるよ

うになってきている。

このように，今後，放送と通信が融合されていくと，サービ

スを受けるユーザーはコンテンツがどのメディアから提供され

ているかを意識しない時代になっていくものと考えられる。

ここでは，ハイビジョン映像を安全・安心にブロードバンド配

信するための技術や，コンテンツを自由・快適に活用できる宅

内ネットワークなど，日立グループが開発を進めている放送・通

信融合時代における先端技術の概要について述べる（図1

参照）。
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注：略語説明　BS（Broadcast Satellite），CS（Communication Satellite），ISP（Internet Service Provider），FTTH（Fiber to the Home）
ADSL（Asymmetric Digital Subscriber Line），DRM（Digital Rights Management），DLNA（Digital Living Network Alliance），HDD（Hard Disk Drive）
DVD（Digital Versatile Disc）

図1 放送と通信の融合におけるインフラと宅内ネットワーク
日立グループは，ハイビジョン映像を放送だけでなく，通信においても安全・安心に供給できるように，インフラや情報家電における関連コア技術の開発を進めている。
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2．ブロードバンド映像配信技術

今後は現行テレビ放送に加えて，リアルタイムストリーミング

やVOD（Video on Demand）など，ブロードバンドネットワークに

おけるデジタルコンテンツのIP（Internet Protocol）を用いた映像

配信サービス（以下，IPTVサービスと言う。）が普及し，視聴

できるチャンネル数やコンテンツが増加して，多様なニーズに

対応できるようになり，ユーザーは時間や場所に制約されない

快適なデジタルライフを過ごすことが可能になる。

このブロードバンドでのIPTVサービスを充実させるために

は，従来のテレビと同様のリモコン操作環境のままで，大画

面・高画質のデジタルテレビでのハイビジョンの高画質映像コ

ンテンツ視聴を実現することが必要である。

2.1 IP放送受信端末技術

デジタルテレビでブロードバンドからのIPTVサービスを利用

できるようにするには，リモコン操作により，ユーザーが安全か

つ簡単に，ブラウザ画面から好みのポータルサイトに接続し，

コンテンツメニューを選択することができるサービスを提供する

必要がある。これを実現するために以下の技術を検討して

いる。

（1）IP放送受信技術

ストリーミング受信において，受信端末と配信サーバ間の映

像同期制御により，リモコン操作と連動するコンテンツ視聴制

御を実現し，快適な視聴環境を提供する。

（2）安全・安心を提供する認証技術

機器認証により，有害コンテンツや不正端末を排除し，

ユーザーが安心してコンテンツ視聴できる環境を提供する。

（3）デジタルコンテンツの著作権保護技術

有料コンテンツの不正利用を排除するために，正規のユー

ザーがサービス契約に応じて視聴できる環境を提供する。

以上の技術を，デジタルテレビのプラットフォーム上で実現し，

多様なサービスに対応するとともに，一般消費者のデジタルラ

イフを支える技術開発ならびにIPTVサービス対応のデジタル

テレビの国際標準を目指して端末仕様の策定を推進してい

る（図2参照）。

2.2情報通信技術とのソリューション化

大画面，高解像度，高画質なデジタルテレビの特徴を生か

したコンテンツ配信サービスを行うには，ブロードバンドネット

ワークのインフラ，コンテンツ配信のためのVODサーバ，安

全・安心を提供するための認証サーバ，より質の高いサービ

スを提供できるポータルサーバによるシステム構成が要求される。

このようなシステムを実現するために，デジタルテレビの技

術と合わせ，コンピュータシステムで培った以下の技術とのソ

リューション化を推進している。

（1）ネットワーク技術

ネットワーク通信品質，高速（Gビット超）の光ネットワーク技

術，高性能ルータ技術

（2）セキュリティ技術

認証局システムなどのシングルサインオンを実現する認証セ

キュリティ技術

（3）コンテンツ配信技術

配信サーバ負荷を低減する高効率映像配信サーバ技術

日立グループは，総合力を生かし，異なる事業分野の技術

や事業のソリューション化により，コンテンツホルダ，サービス事

業者，通信事業者との連携も視野に入れ，一般消費者が安

近年のインターネット通信の急速なブロードバンド化に伴って，通信でも動画コンテンツを簡単に利用できるようになってきた。
今後は，放送と通信のメディア融合が進み，ユーザーは見たい番組がどちらのメディアから配信されているかを

意識することなく，見たい番組をいつでも簡単に視聴することが可能になり，
ライフスタイルの向上に大きく寄与していくものと考えられる。

日立グループは，高度なIP技術を活用して，通信でもハイビジョン映像を安全・安心に利活用できるように，
インフラ技術から家電技術におよぶ関連コア技術の先行開発を推進している。
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注：略語説明　HTML（Hyper Text Markup Language）
BML（Broadcast Markup Language）
CAS（Conditional Access System），IP（Internet Protocol）

図2 サービスプラットフォームの概要
IP放送，コンテンツ配信サービスに対応するサービスプラットフォーム概要，デ
ジタルテレビプラットフォームにIP放送受信，機器認証，著作権保護，ブラウザを
搭載する。
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全・安心で満足する，デジタルテレビによるIPTVサービスの普

及促進を推進していく考えである（図3参照）。

3．宅内AVネットワーク

ブロードバンドにおけるIPTVサービスは，宅内では各部屋

に分散して設置された映像受信機で受信・録画することにな

る。そのため，ユーザーがいつでも，どこでも見たい番組を楽

しむには，これらの機器間のネットワーク化も含めて，混乱す

ることなく，使いやすい環境が必要になると考えられる。

3.1コンテンツの蓄積と視聴スタイル

IPTVサービスは前述のように配信するチャンネル数やジャン

ル数，番組数を視聴者のニーズに合わせて柔軟に変化させ

ることが可能である。そのため，普及するに従って，ユーザー

は現行テレビ放送に加えて，数多くの番組候補から見たいコ

ンテンツを探すことになる。

一方，宅内では放送をHDD/DVD（Hard Disk Drive/

Digital Versatile Disc）レコーダ，AVパソコン，HDD内蔵テレビ

などの宅内AV機器でいったん録画して好きな時間に視聴す

る生活スタイルが定着しつつある。今後は新しい映像圧縮技

術と組み合わせることにより，さらに多くの量のコンテンツが蓄

積可能となり，いつでも好みのコンテンツ視聴が可能となる。

また，コンテンツにはテレビ放送やIPTVサービス以外に，ユー

ザーがデジタルカメラやDVDカメラで撮影したプライベートコン

テンツも加わる。

しかし，このように多量の録画が可能でも，実際に視聴に

費やせる時間的余裕は番組数の増加や録画可能時間の伸

び率ほどには増加しないことから，宅内AV機器にはコンテン

ツがあふれる傾向にある。

以上のことから，蓄積した中から所望のコンテンツを簡単に

探し出し，視聴を中断しても続きのシーンから簡単に再開でき

るなど，ユーザーの視聴スタイルにマッチしたAV機器の使い

勝手を実現する以下の機能について検討を進めている。

3.2宅内ネットワークとコンテンツ簡単視聴

宅内で所望のコンテンツを簡単に視聴するためには，宅内

の個々のAV機器に格納されたコンテンツを，どのAV機器から

もネットワークを介して自由にアクセスすることができる「ネット

ワーク連携シームレス視聴環境」が必要である（図4参照）。

このとき重要になるのが，機器相互接続とコンテンツ著作

権保護である。

機器相互接続にはDLNA（Digital Living Network Alliance，

現在約280社が加盟）ガイドライン，コンテンツ著作権保護には

IPネットワークを介して機器間でコンテンツを共有する際に，

ネットワーク上での不正コピーとインターネットへの流出を防止

するコンテンツ伝送技術であるDTCP-IP（Digital Transmission

Content Protection over Internet Protocol）といった規格1）があ

り，互換性確保のためにはこうした業界標準的な規格やガイ

ドラインに準拠することが重要となる。

次に必要となるのが，AV機器に蓄積されたすべてのコンテ

ンツの一覧をユーザーに提示し，見たいコンテンツを容易に

選び出せるようにする技術である。

コンテンツ一覧をレスポンスよく表示するには，各機器でコ

ンテンツの新規蓄積や削除が行われた際に，更新されたコン

テンツ情報をすばやくネットワーク接続された機器間で共有す

ることが必要となる。日立製作所は，長年にわたり企業向け

システムで培ってきたデータベース技術を持っており，これを
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図4 ネットワーク連携シームレス視聴環境
DLNAネットワークでコンテンツを共有し，一覧検索ユーザーインタフェースによ
るシームレスなコンテンツ操作環境を実現する。
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注：略語説明　VOD（Video on Demand）

図3 IP放送システム
IPテレビからHTMLブラウザによってポータルサーバに接続し，認証サーバに
よって認証を行い，VODサーバからコンテンツを配信する。
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ネットワーク対応AV機器に適用することで，収集したコンテン

ツ情報の同期や検索処理の高性能化を進めている。

また，収集するコンテンツ情報は非常に多くなることから，

見たいコンテンツを探し出す際には，なるべく少ない手間で目

的のコンテンツにたどり着けるユーザーインタフェースを開発し

ている（図5参照）。

このインタフェースは，画面左側で一度に複数の検索条件

を簡単に指定できるように工夫することで，ユーザーが思うま

まの順番で絞り込み操作を行うことが可能である。さらに，設

定された条件を前述のデータベースで処理することにより，検

索結果は右側のウインドウに即座に表示される。

選択したコンテンツをすばやく限られた時間で視聴するに

は，さらに使い勝手の向上が必要である。

すでにパソコンやHDD/DVDレコーダでは，コンテンツのハ

イライト部分をダイジェスト視聴する機能「いいとこ観（み）」2）を

搭載しており，これをネットワークへ機能拡張してリモート環境

で「いいとこ観」ができる機能を開発検討している。

また，時間の制約から途中で視聴を中断した場合，ほか

の部屋のAV機器であっても，画面の検索条件「視聴状況」で

「視聴中」を選択することにより，簡単に中断したコンテンツを

選択，リモート環境で続きから視聴を開始できるリジューム機

能についても検討を進めている。

4．おわりに

ここでは，今後ますます発展するであ

ろう放送と通信の融合における先進技術

の概要と，宅内AV機器における今後の

進展について述べた。

日立製作所は，これらの先進技術の

開発・推進を社内横断的に進め，さらに

使い勝手のよい機器を提供していく考え

である。
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図5 コンテンツ一覧検索ユーザーインタフェースの画面例
「保存場所」，「ジャンル」，「視聴状況」などの絞り込み条件を選択し，選択に合わせてリアルタイムに絞
り込み結果を提示することで効率的な検索を実現する。


